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異
例
の

グ
広
範
・
多
様
'
さ
、
〈

節
目
回
社
会
教
育
全
国

集
会
が
、

9
月
4
日
、
首

都
の
文
化
の
森
上
野
、
一
民

京
文
化
会
館
で
、
か
っ
て

〈昭和48年7月30目晶時揮3種郵便物智司

な
い
規
模
を
も
っ
て
開
催

さ
れ
た
。

日
本
の
社
会
教
育
の
陸

奥
を
み
て
も
、
と
れ
ほ
ど

広
範
で
多
様
な
人
び
と
の

結
集
の
も
と
に
闘
か
れ
た

研
究
集
会
は
例
が
な
い
で

あ
ろ
う
。

1.帝人.3析聞

一さ
つ
.
在
日
市
朝
酢
民

γ同
問

朴

岬

園

第

二

十

四

同

今

国

持

揖

相

川

悶

悼

研

1
一
フ
ク
シ
ョ

y、
宮
加
者
同
志
白
情
報

一

定

日

最

と

同

時

国

岡

地

副

会

長

白

植

田

究

大

会

炉

、

九

月

九

1
+目
白
制
目
、
空
障
会
の
開
田
.

一

ふ

鳴

門

さ

ん

白

昭

升

同

品

。

、

実

品

部

却

岡

山

県

M
人
協
晶
金
、
全
地
師
連
主
岨
軍
司
回
目
は
午
前
十
時
か
b
、
岡
市

一

明

、

凶

聞

民

開

湾

、

ベ

ト

ナ

ム

閑

人

迎

で

聞

か

れ

宇

レ

九

団

全

国

で

大

告

知

行

な

わ

れ

、

主

昨

昌

一
骨
会
白
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
置
盟
事
h
、

羽

今

回

の

研

究

セ

題

は

「

ポ

ラ

ン

一

ア

ィ

あ

い

さ

つ

な

ど

の

開

会

式

の

睦

一
仁
読
手
さ
ん
の
恒
常
m
晴

樹

「

哩

と

暗

唱

ア

活

動

に

お

け

る

捕

人

の

世

割

」

.

国

「

コ

ミ

品

ニ

テ

ィ

叶

ど

P
と
時
人
の

一

と

た

た

か

い

と

」

に

人

り

ま

し

た

"

相

川

附

人

年

白

同

軍

「

市

町

0

・
時
国
・
平

R
Y
Yテ
ィ
ア
活
動
」
と
閣
し
て
、
ノ

一

つ

づ

い

て

各

地

官

と

り

〈

ま

れ

た

拍

和

」

を

行

動

に

特

す

第

一

歩

に

し

ょ

っ

I
ト
ル
ダ
ム
・
削
心
K
干
に
学
長
白
シ

奇

書

が

、

高

容

打

ち

な

ら

ず

太

と

い

う

極

宅

、

皇

、

く

E、
草

委

I
J
セ
ン
タ
・
ジ
ク
女
史
白
特

読
書
窃
り
に
揖
高
劇
「
払
た
ち
は
歩
会
務
呉
世
肱
白
吾
升
臨
刊
か
ら
「
ポ
別
誠
一
割
、
目
立
民
作
ほ
、
パ
永
y
!と

み
つ
パ
d
げ
る
」
宇
レ

τ
bひ
λ
げ

ら

ラ

y-ア
ィ
ア
」
に
つ
い
て
の
協
車
。
し
て
、
吃
部
宙
晴
人
教
骨
調
E
-
E一間

れ

ま

し

た

匂

車

目

何

回

午

前

一

時

か

ら

は

、

町

教

F
.
川
崎
医
料
ド
ヘ
学
有
盟
、
岡
京
止

北

尚

道

か

岳

神

間

ま

で

の

業

者

附

人

の

'rの
骨
判
相
会
L
付
散
し
て
の
詞
融
.
中
間
短
期
十
八
乍
教
授
、
匝
辺
置
弔
山

の
た
た
か
い
、
職
場
で
の
不
当
な
韮
則
「
話
人
目
福
祉
」
「
耳
障
者
自
国
脳
軒
聞
社
晶
噂
企
園
、
良
次
世
考
令

中
、
人
出
世
世
に
対
す
る
た
た
か
い
、
祉
」
「
生
忽
の
荊
量
生
活
」
「
世
田
剛
詐
摂
拙
師
連
臨
企
畳
、
内
野
時
子
の
各
氏
を

教
育
白
間
興
且
葉
植
樹
、
公
害
帯
々
の
骨
用
化
」
「
青
少
年
の
健
全
苛
鼠
」
迎
え
、
「
醐
人
目
志
フ
/
テ
ィ
ア
詰

師
人
売
と
り
ま
く
多
く
の
悩
み
や
、
〈
「
地
域
交
化
」
「
童
品
高
生
」
「
環
境
酎
」
白
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
つ
づ

る
し
み
を
、
そ
れ
と

t
tが
っ
人
々
白
金
書
」
「
同
地
と
手
の
睡
眠
」
「
保
聞
と
き
、
午
佐
二
時
半
に
人
会
担
昌
、
決
晶
、

診

が

比

き

史

き

と

拝

世

に

再

現

さ

れ

ま

医

割

」

.

ま

t午
皆
同
時
半
か
b
、
岡
午
世
二
一
時
間
A
A
.

「
交
と
た
た
か
い
」
そ
め
ざ
す
部
一
二
島
に
点
主
〈
ひ
A
げ

ま

し

ょ

っ

」

と

呼

し

た

。

山

市

民

会

福

で

地

元

自

無

形

交

忠

則

で

士
一
回
日
本
議
事
は
、
八
号
、
立
か
げ
た
「
大
会
耳
目
」
と
己
れ
か
b

白
由
と
国

r議
案

め

て

た

た

か

あ

る

「

J
T劫
」
「
冊
中
翠
」
の
プ

八
目
的
向
目
、
全
凶
か
ら
立
ま
っ
士
お
す
す
め
る
母
輯
亜
酌
「
世
甑
」
「
ロ
ッ

R
4
聞
く
酎
人
、
司
法
研
墜
酬
の
M
人

r

・
ミ
2
3
1
・

2ミ
Es
t
・
‘E、、
2
t
・

2ミ
3
3
・
ミ
ミ
ミ

2
・
ミミ
2
・
1
・
2
S

母
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
聞
か
れ
ま
し
キ
l
ド
睡
眠
車
件
に
閲
す
る
特
別
決
別
、
反
動
と
た
た
か
っ
同
人
法
悼
賓
白
力
は
彰
、
て
も
統
一
し
て
た
た
か
う
己

E

量
師
、
柄
畳
、
企
昔
、
制
祉
辱
の
岡

た

。

ぎ

を

間

堀

一

警

張

、

午

控

一

一

呼

師

え

、

広

柿

か

ら

は

、

E誼
判
の
掛
あ
い
か
に
火
切
和
、
そ
し
て
を
祖

:
l黒
い

題
白
解
決
歩
怪
か
る

-4t-著
・
生
活
・
植
利
・
平
ず
寄
る
耳
嘉
ぇ
、
乙
の
あ
と
、
足
型
選
裏
理
法
制
定
を
重
喜
力
な
が
お
ん
ば
り
宗
主
盟
主

布

E

集

重
量
民
活
動

和
と
担
立
・
母
車
問
な
と
五
十
一
分

・上
野
原
ま
で
、
患
の
人
々
に
「
母
る
訴
え
な
ど
、
め
ざ
ま
し
く
削
進
ず
る
ら

Eし
ま
し
さ
と
仙
宗
pp君

。

ド

¥

の

お
い
特
詰
め
寄
る
い
重
づ

廷
だ
わ
か

Z霊
長
、
引
親
が
か
わ
れ
ば
基
お
わ
る
」
主
量
の
力
強
い
識
が
喜
さ
れ
ま
し
し
童
話
白
金
闘
の
一
企
画
つ

-1・

J

民

〈

い

1
1
1
1

三
重
開
か
れ
た
全
体
在
「
ロ
ッ
え
な
が
ら
行

5
tち
た

て

い

ま

し

だ

重

り

区

「

j

一

言

言

で

き

キ
l
長
雪
作
の
あ
い
ま
い
な
解
決
事
者
走
者
レ

E君
主

会

「

手

間

言

え

た

羽

仁

冗

Z
宮

畳

程

食

E
と
に
、
ブ
ル
l
、
才

、

動

一

rFEは
い
け
ま
せ
ん
」
・
己
ん

を

妻

、
事

由

民

主

的

警

察

「寝

室

町

輔

さ

言

君

、

一

つ

一

つ

暗

号

‘

た

た

か

レ

yジ
、
グ
リ
ー
ン
な
ど
の
主
ツ
カ
チ

し

く

選

二

並

立
誤
差
白
と
己
る

め
ざ
し
て
立
ち
晶
一
が
り
ま
し
ょ
吉
.
全
ひ
る
げ
、
平
和
と
民
主
章
、
い
の
ち
う
財
人
の
エ
永
ル
ギ
ー
が
ひ
し
ひ
レ
と

1
ブ
、
帽
子
、
主
り
わ
な
μ
品
川
ふ
ら
れ
ク
ヘ

d

『

ノ

舌

二

壬
丁
一

ヲ
f

a

F

J

沼

二

コ

寸

一

ど
乙
λ
に
立
て
や
れ
て
い

E
i一河
川

111と
j
f
1
iーと
晶

は

わ

つ

は

]

し

バ

」

人

ぽ

;
i濯げ
て

i
り
ま
し
た
・

月

下

j

直

二

ん

一

る

-
Z宣
告

2

-

、

!

t

i

l

-

-

1

.

，

n
H
J

国

間

夢

二
ヨ
府
一
手
ら
っ
さ
と
し
て
盈

苦

多

く

み

ら

れ

ち

間

人

問

題

与

近

-
M人
に
よ
る
宇
住
民
に
よ
る
暗
号
、
D
-地
域

敬

語

君

主

l

i
一

τ古
川

了
奪
事
」
レ
か

F
え
ら

22と
お

も

な

泊

賢

官

門

運

動

・

真

由

へ

の

草

加

・長

へ

の

意

由

宝

庫

、

空

襲

撃

菌

、

児

目

黒

F
霊
活
運
動
区
民
自
つ
ど
い
一

r
l
l
れ
な
い
・

埼
l
丹

雲

間

9
客

室

司

監

・
各
楠
貧
富
量
状
と
間
車
、
遊
説
、
子

P
E会
室
、
子

g
九

月

草

竺

空

白

聖

公

一

書

白

宮

前

向

き

由

「

己

主

置

老

人

間

努

と

り

あ

げ

方

省

人

す

響

、

裂

に

お

け

る

造

語

学

題

教

室

岡

袋

覇

。

ど

も

ら

し

い

需

護

学

る

た

め

に

Fホ
1
ル
で
、
自
費
量
員
会
一
定
さ
い
」
と
静

2
5

1
ク
会
議
と
運
動
・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
自

・
労

働

者

宗

門

と

芸

著

書

丹

料

金

書

窓

会

・
白

一

か

・
き
っ
己
主
し
み
、
走
り
そ

口

時

間

刊

誌

持

訪

日

?

食

館

長

住

民

点

目

1
錦
町
民

UMUM-自
ク

話

語

詰

問

し

即

日

間

諮

問

吋

一
話

時

計

揺

れ

吋

だ

に

よ

る

八

食

曲

の

重

器

升

笠

宮

警

捜

主

え

る

川

日

刊

誌

は

ゆ

諮

問

せ

一

言

っ

て

い

る

に

も

主

芸

、

M
M
M
Fづ

2
g
郡

山

下

骨

量

由

吉

田

時

間

由

要

と

童

全

壊

は

け

鮮

と

問

匝

P
T
A
D

を
さ
E、
目
標
量
生
一
昨
日
訪
日

vuuu
時
五

宮
と
り
く
み
と
霊
・

に

お

け

る

問

題

霊

割

罰

書

@現金切手・揖睡

で前納

涼
紙
は
女
性

ンティアを考える
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第24回全国地域婦人大会

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

に
よ
る
平
和
と

平
等
を
推
進
し

サ
ー
ク
ル
内
で
回
覧
す
る
折
の
僚
印
欄
で
す

ま
す

一一
IJU
山
第
口
回
日
本
母
親
大
会
γ
~

…

平=子
相=ど
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守=を
る=護
グ=タ

蔵
前
国
技
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ぞ
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大
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ボラ

洲一…

第
何
回
社
会
教
育
研
究
会
全
国
集
会
開
〈
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h
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一週間単位に変わってきているようです。給料

暮らし方。

これだと、必要以上の現金を手もとに置かない

てすみますし、支出を社図的に考えられます。

巡単位でチェックて、きるので月なかli仁急、に

家計がきゅう〈つになるようなことも避けられ

最近、暮らしの単位がこれまでの月単位から、

給料が振込まれると、まず、家賃・保険料・学費・

金曜日ごとに.決まった金額をおろす…い、う

ツケの文払い分などのおカオ、を引きだいあとは

を銀行娠込みてお受取りになるご家庭れ多〈

なっfよからでしょうカ」

「週単位」で暮らす:

/ 

、

ますね.



一
「
植
樹
古
」
に
出
ず
る
本

が
、
よ
く
売
れ
て
い
る
そ
う

〉
で
す
，
陸
与
も
己
の
き
び

2
し
い
理
塙
ず
に
あ
っ
て
、
ぃ

ノ
¥
ト

か

に
植
民
を
艦
持
す
る
か
大

一

き
な
韓
題
唱
し
ず
。
坦
情
報
時

ポ

岱
L
宅
き
る
私
共
は
、
自
分

レ

白

体
に
あ
っ
か
的
確
な
情
報

の

章
A
b
ぴ
日
々
の
食
中
日
柄
に

婦

と
り
え
れ
ま
し
ょ
ヨ
・
翌
日

し吋

主
捕
は
食
品
同
胞
に
曲
が
厄

耐

え

て
い
ま
す
が
+
八
豆
に
開
し

-1

f
ん
は
そ
の
心
酎
な
く
大
い
に

里
開
く
科
舟
す
べ
き
で
i
す
.

O
+
八
豆
を
珊
酔
、
加
熱
↓
輯
軒
、
粛
軍

O
未
開
な
太
一一旦
l
v
枝
豆

。
晶
芳
十
八
一旦i
る
も
や
し

。
六
日
買
を
鞘
醇
↓
牒
噌
、
醤
曲
、
納
豆

O
ー
大
田
蛋
出
(
伝
統
的
)
1
4
旦
師
、
油

叫割、開幡市

。
大
東
亜
白
〔
新
)
4
蛋
白
を
骨
離
、

相
暗
制
し
て
軒
杭
、
投
状
、
輯
幽
眠
状
に
。

O
搾
油
L
て
ん
ぷ
ら
樹
、
サ
』
フ
ダ
抽

昭
和
四
五
年
明
か
ら
人
工
肉
と
し
て
拠

地
房
ヌ
タ
l
ト
、
現
在
二
十
数
日
切
に
よ

P
年
間
一
一
万
主
T
J
が
生
附
さ
れ
て
い

ま
す
。
眠
量
‘
柏
倉
で
育
っ
た
圃
が
日
本

人
口
白
二
分
の
}
を
」
円
め
、
殆
ど
肉
唱

肝
型
主
冨
わ
れ
て
お
D
、
キ
七
回
は
+
八
豆

置
門
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ぺ
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よ
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収
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近
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蛋
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と
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れ
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古
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。
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光
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光
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誕
施
位
争
老
人
ホ
l
ム
、
ま
た
肱
晶
に
入
っ
て
い
な
い
忠
孝
れ
な
い
人
た

ち
に
船
酔
い
乎
を
さ
し
の
べ
る
「
ポ
弓
J
テ
ィ
ア
同
問
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は
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今
告
甥
ぷ
ろ

い
ろ
作
『
匙
で
車
問
白
置
が
広
が
っ
て
い
ま
す
.
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ン
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あ
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右
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菅
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岡
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b
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簡
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な
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追
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S
E
E
-
-
E
=
-
E
z
-
-
-
E
2
5
Z
E
E
-
E
i
E
三
一
-
E
z
-
-
z
=
S
E
E
-陶芸
Z
E
E
-
E
a
F
E
z
-
=
=
E
F
E
E
Z
E
-
E
-
=
Z
Z
E
E
-
F
E
E
Z
E
Z
=
-
E
E
Z
E
-
-
i

通
語
省
は
八
月
十
九
、
二
十
円
白
両

日
、
曹
河
川
新
宿
区
+
へ
凧
町
の
野
U
常
時
世

ロ
山
立
簡
で
、
由
弔
問
ガ
ス
白
値
上
げ
申
捕

に
閲
す
る
公
聴
会
を
開
き
ま
し
た
.

公
聴
会
は
九
時
よ
b
品
開
ま
D
、
申
楕

人
間
に
は
、
商
凪
ガ
ス
社
長
以
下
請
世

画
が
出
席
、
百
同
十
九
人
申
告
述
人
中

世
上
げ
震
は
百
一
土
ハ
人
.

「
安
心
し
て
ガ
ス
が
怯
え
る
の
も
尉

閉
ガ
ス
が
あ
る
か
ら
で
、
才
イ
ル
シ
ョ

γ
ク
の
と
脅
毛
喧
定
供
品
開
さ
れ
た
レ
、

実
桝
ガ
ス
に
い
ち
厚
ぐ
切
り
か
え
る
な
併

と
宣
伝
が
あ
る
」
な
長
十
げ
蝿
伊
I

園
田
立
場
の
蝿
見
昨
決
用
ガ
ス
へ
の
函
喝

頼
唖
を
前
揮
に
し
た
も
白
で
す
.
己
れ
酷
摺

に

対

し

、

話

人

定

ま

し

喜

裳

臨

晶
君
千
借
住
安
画
は
「
新
開
人
の
理
計
曙
1

モ
ニ
タ
i
に
よ
る
軍
計
咽
持
で
は
、
今

年
一
月
か
b
五
月
ま
で
の
ガ
ス
代
企
の

平
均
は
六
千
両
八
十
五
巴
L
な
D
、
値

上
げ
憶
は
一
一
一
主
ハ
百
九
十
茸
両
に
な

b
、
電
」
耳
、
米
卓
、
そ
の
他
白
昼
共
軒

阜
の
植
上
げ
で
年
間
六
万
円
の
出
費
増

に
な
る
」
と
壇
家
計
砂
孟
ず
か
ゐ
ド
冊
目

立
場
か
り
豊
一巳
ま
し
ち

f金明日)昭和5ユ年9月ユ0 目"f.有子 f、J事斤怪担壬母国
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開6年

年一

・揖

l

田

物

価

千

デ

I

一

.

鴻

鵠

許

暗

室

長

雲

4
7
ユ
リ
ア
樹
脂
か
ら
ホ
ル
マ
リ
ン
横
山
田
一

一
(
ホ
い
咽
速
)
7
h
m
1
ル
系
巴
輯
マ
輔
の
色
用
実
止

昭和 40~50年厚木消費者センター調べ

空
開
一

・
ポ
ツ
刀
レ
モ
y
青
空
事
件
に
消
一

・
室
川
書
費
生
誌
を
措
置

刊
一
4
一
唱
将
揺
る

1描8年

一
-
A
F
2
白
危
険
が
同
盟
叱
さ
れ
は
じ
一
・
間
胃
省
保
理
宅
ふ
桂
企
布

均

一

め

る

一

・

1
ル
チ
y
畏
遺
品
止

品一

-
P
C
R
夏
、
カ
雪
一
フ
イ
ス
嗣
事
一

・百
円
化
粧
品
「
主
包
括
舟

件

一

・

掴

減

問

費

韮

活

セ

ン

タ

ー

開

所

1唱9
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1970年
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言宗露
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建雪.

1翠PZ
童謡 i~
止書官宣輩

護訂
定聾

]471均三

p
r
B間
耐
列
島
秒
掩
う

考妥結藤
発zgz
u、1陣容量 百士

二t習 E

ili; 

1972年

47年

1973年

祭主主語喜三

5書官望4
2z 佳恭霊

通妻宅
建築話ヂ申厚宵長サ

E韓請zRif
妥行zg局器量霊室
長f喜夫?2
要望 )雪
量非 営

1974.rl'" 

ii21i 
主よ在宮完
る3長員長
Y返さ主

詩型置察官三
融モ主主世 2

ifiiss 
官ii 
占 ~i 亥#
胞定

1975年

-
灯
油
値
上
げ
梢
費
者
訴
訟
は
じ
ま
る
で
塩
ピ
モ
ノ
マ
ー
で
酔
臓
が
ん

(
川
崎
生
協
メ
ン
バ
ー
)
一

・
幽

斜

配

曜

日

広

が

る

一

書

物

壁

書

す

る

運

用

品

の

ガ
ッ
カ
リ
Y
距
用
禁
蝿
和
に
消
費
一
請
に
闘
す
る
世
間
警

E

反

対

一

・
衆
劇
同
升
守
に
初
の
無
人
ス
ー
パ
ー

牌一

・
品
宮
崎
ハ
ン
白
リ
ジ
ン
揖
加
塗
T
、
車
一
開
百

5
-
性
小
山
宮
広
が
る
一
・
サ
ッ
カ
リ
ン
世
用
車
怖
の
髄
和
空
白

-
合
成
洗
剤
泊
所
運
動
広
が
る
一
一
羽
一
・
フ
タ
ル
サ
ン
エ
ス
テ
ル
に
許
持
集
車

一
・
晶
ピ
モ
ノ
マ
!
に
首
足
幕
車

一
・
玄
部
省
p
j
y
踊
加
を
都
道
府
輔
自

白
ヤ
的
判
断
に
任
せ
る

東京ガス値上げ公聴会j議顎錨轟鴎璽聴覇i
ワ1言頼感、が賛成理由

家計への影響を陳述実会

世
牌
的
に
貨
聞
の
砧
沼
山
人
き
な
問
屈
と
な
っ
て
聞
い
固

さ
れ
つ
つ
あ
っ
+
』
折
し
も
、
去
る
四
+
八
年
は
針
揖
班
員
を

号
。
わ
が
国
に
一
人
間
告
を
昔
A
る
入
き
な
間
四
τ

で
し
た
.

大
量
逗
同
省
白
酷
帽
が
資
恒
一
つ
の
ボ
足
で
+
へ
き
く
肱
構
を

迫
ら
れ
、
師
約
己
そ
か
畳
ト
へ
の
魚
崎
と
閉
そ
掲
げ
て
の
岡
町

に
杭
賢
岳
に
も
十
八
受
託
げ
抽
阿
佐
田
を
f
つ
な
が
す
で
峰
と
な
っ
た
己

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
ぜ
ん
.

高
度
評
揮
由
民
、
企
来
ヱ
ゴ
、
刑
貨
表
情
日
が
ん
小
ん
だ
一

六
柏
崎
潤
時
代
は
、
社
会
が
人
間
を
さ
ら
に
貧
棋
へ
か
句
た
て

圃
耳
慣
な
杓
曲
己
そ
が
、
人
聞
の
幸
福
に
つ
な
が
忍
と
し
t
函

情
観
白
躍
り
が
、
人
間
ヤ
前
の
上
で
の
も
っ
と
も
崎
正
広
課

題
検
見
賢
い
、
な
お
さ
り
に
し
て
い
た
己
と
も
合
掌
主
い

如
、
I
E
C
れ
る
と
い
一
「
普
賢
に
立
つ
士
唖
が
あ
灼
ま
し
た
@

「
A
H
「
己
ム
ゼ
町
噴
い
梢
費
省
に
な
み
う
」
過
去
白
ト
イ
レ
グ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
乱
狩
ど
っ
ク
か
ら
樽
た
賞
植
な
H
闘
か
ら
、

情
貧
富
の
同
党
は
止
命
米
串
岡
賢
凶
拘
号
識
に
q
活
転
揖
ず

る
事
明
と
瓦
勺
た
の
で
す
。

恒
い
拍
て
か
ら
起
会
る
、
さ
ま
宰
ま
な
問
閣
は
判
商
副
約

を
零
本
に
し
て
資
問
白
間
寛
資
開
の
珂
ぺ
利
用
、
公
害
自

問
圃
と
多
肢
に
わ
た
っ
て
、

γ相
次
b
c
問
回
開
届
刑
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

古
記
白
線
唱
を
壊
に
し
て
、
品
極
通
F
剛
同
日
は
訳
。
ニ

つ
の
考
え
よ
一
つ
亜
聞
を
主
婦
に
む
け
ザ
品
提
唱
し
ま
し
た
.

一
、
圃
'
フ
と
き
に
F
五
ょ
う
梢
声
同
的

-
、
問
主
垂
に
支
ょ
う
:
譲
枯
渇
E

-、

構
て
る
と
き
に
考
え
よ
う
:
再
ヰ
利
用

三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
っ
て
、
完
全
利
用
翠
闘
と
し
て

同
十
八
年
十
二
日
兎
足
さ
材
現
必
に
望
っ
て
お
り
ま
す
。

完
全
刺
刷
運
動
の
肱
同
ほ
、
駒
を
+
へ
一
凶
に
完
全
市
用
す
る

と
と
、
そ
の
意
調
啓
哩
の
た
め
に
具
悼
化
し
占
用
を
市
民
に

P
R
し
た
D
m
ア
イ
ヂ
ア
闘
で
ず
。

抽
て
る
も
の
が
見
・
に
同
屯
さ
れ
て
い
る
。
ど
己
目
標
置

で
も
、
と
り
入
れ
や
す
い
方
法
と
し
て
主
輔
の
知
血
が
フ
ル

に
引
か
さ
れ
怠
間
向
上
に
大
い
に
世
立
っ
た
よ
品
、
し
t
.

資
眼
目
再
生
に
つ
い
て
も
、
抽
て
争
れ
、
そ
れ
が
珂
韓
同

唱
に
つ
な
が
b
、
公
害
と
な
る
石
油
世
品
曹
司
巾
で
、
食
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ナ
イ
ロ
ジ
ス
ト
ノ
ク
キ
ン
グ
町
再
午
化
に
ま

で
己
評
A
J
け
、
そ
れ
を
待
政
、
業
針
に
#
え
る
耳
酌
も
合
ぜ

て
急
打
さ
せ
て
お
り
ま
す
.

己
の
軍
動
歩
一
通
L
て
弛
A
で
き
る
己
と
は

-
、
ケ
チ
で
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
.

工
、
劃
伝
λ
夫
が
告
団
白
血
明
か
さ
に
通
じ
る
己
と
.

=
っ
物
歩
レ
ヘ
切
に
怯
う
心
が
核
睦
輯
育
に
つ
な
が
る
己
と
.

以
上
の
=
一
点
に
合
せ
て
、
祖
母
、
吊
か
ら
聖
け
旺
い
だ
生

冊
目
知
恵
が
さ
ら
に
曲
I
H
に
q
か
さ
れ
、
会
開
な
体
寝
室
町
噛
盟

理
室
ら
れ
る
己
と
の
な
い
よ
う
、
私
通
は
主
宰
ら
に
、

E
の
量
動
を
推
進
さ
せ
t
a
米
の
ル
岡
空
£
り
買
す
党
由
時
h
H

を
舟
甘
て
ま
い
り
ま
す
。

.:*' 

漁

おむつ作りのおlまあちゃんたち

く北海道主婦連盟〉

宅F
が、

軍曜のアイデア贋白書場から

三三三完全利用運動とはご三

テ
レ
ピ
を
拍
ぐ
る

主
掃
の
情
誠
掴
査

雲

の

じ

ゅ

う

た

ん

=
一
一
=
=
一
一

(
N
H
K
)
が
1
位

戸
商
用
車
の
こ
だ
ま
会
〉

テ
レ
ビ
小
脱
(
昭
酒
田
仲
)
以
ト
N
H
K

.
「
E
杏
ぞ
う
を
忌
」
門
田
容
ア
レ
ピ

系
)
「
小
川
宏
r
j
s
l
」
〈
フ
ジ
テ
レ

ビ
嘉
)
「
寿
よ
Y

つ
の
斜
理
」
(
k
n
H

K
)
と
、
マ
H
K
M
附
眉
間
的
で
す
.

京
芸
見
や
れ
る
間
合
意
酬
に
A

る
と
N
H
K
(
唖
宵
十
レ
ピ
歩
合
む

γ

盟
二
封
、
日
本
一
テ
レ
ビ
}
友
、
奈

世
送

.
E
出
向
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
一
一
一
師
、

N
1
1
卜
-
臣
、
喫
H
m
+
-
一
チ
ャ
ン
ネ

ル
ニ
刊
の
酬
に
な
勺
て
い
ま
寸
h

ま
だ
年
代
と
情
聴

χ屈
と
の
闘
再
で

は
、
A
6
年
代
目
平
均
敏
は
五
・
4

れで、

二
十
代
田
・
五
、
一
一
一
+
代
田
・
七
、
四

十
代
E
A
・
五
、
五
+
代
じ
・
-
一
、
六
十

代
八
・
ご
、
と
年
代
に
民
間
し
工
テ
レ

ピ
キ
一
見
る
型
第
多
〈
な
っ
て
い
ま
す

を
掃
の
剖
き
な
出
掛
者
の
ベ
ス
ト
タ一

ソ
は
、
醐
付
尚
盟
、
用
品
岬
柑
子
、
加
藤
剛
、

古
用
究
下
、
抽
肉
宰
て
厳
均
千
一
二
一
捕
直

面
、
小
川
宏
、
幅
川
内
容
r
T
、
山
本
臨
T.

さ
ら
い
な
山
中
抽
省
は
、
ー
ペ
向
」
ひ
ば
D

ぜ
ん
だ
み
つ
晶
、
桂
三
柱
、
明
ピ
ン
子

商
十
殿
、
休
憲
一
平
、
ケ
ー
シ
ー
高
陣

瑚
老
名
実
と
り
、
一
-
一
世
伸
介
、
山
本
国

手
の
剛
で
し
た
。
E
輔
ら
し
い
階
居
間

な
柑
唱
と
も
み
え
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
む

い
つ
十
八
覗
的
蝉
障
が
す
し
戸
J
'後
と
も

い
え
ま
す
。
英
女
山
本
暗
ヂ
か
両
方
の

十
世
に
世
ん
で
い
る
町
も
友
心
町
一
甜
静

さ
を
み
る
よ
う
で
す
.

さ
b
い
な
C
M
の
第
一
位
は
日
本
舶

岨
長
輿
会
の
楠
神
馴
括
的
な
e
M
が
あ

げ
b
れ
‘
臣
倒
的
な
柄
話
反
町
を
吊
し

て
い
る
。
は
口
出
申
「
も
し
テ
レ
ビ
が
な
か
っ

た
ら
」
で
は
、
刑
に
昨
聞
な
し
が
九
回

で
晶
と
は
「
説
-
」
「
揖
髄
」
「
ラ
ジ

オ
」
「
壊
虜
歩
号
λ
り
に
」
「
鹿
暗
」

「
新
出
を
T
寧
に
暗
む
」
な
ど
の
廟
.

暗
に
対
し
ナ
ん
は
「
長
の
聞
で
み
て
い

る
と
い
う
こ
と
へ
白
配
慮
京
毘
」
削
指

摘
害
れ
て
い
る
a

うすくちはlωもち控えめにお使いくださるように・..

牢

さ，

.コ
ら
.ふ
と
は
色
っ
く

為
;?， 
p炉
る
枕て

そ
/ν 
な
7f; 
Z壬
坤Z

ぴ
ザフ

た
し
り
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ヒ
ガ
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自
に
八
回
同
と
し
て
本
年
骨
苧
長
と
め

ま
し
t
.
「
も
し
ヰ
レ
ピ
が
な
か
っ
た

ら
」
と
い
う
問
画
担
起
を
試
み
、
園
近

テ
レ
ピ
離
れ
レ
ず
き
た
と
い
わ
れ
る
賀

聞
を
問
ら
か
に
し
事
レ
た
。

調
書
夜
、
宜
月
に
血
車
、
同
揖
、
川

輔
、
時
和
、
モ
自
他
地
曜
の
ニ
+
揖
か

ら
六
十
惜
の
ト
一
一
時
五
耐
八
十
一
一
名
か
舟

象
に

Z
Yケ
!
ト
帯
式
幸
も
っ
て
お
己

な
わ
れ
ま
し
た
。

r
l
o
b
-
-
!
?
4
i
!
?
-
7
J
ピ
白
戸
時
同
同
は
川
小
型
且
時
間
学
均
的
に
な
っ
て
い
る
.

主
制
の
己
だ
ま
金
(
歯
車
野
市
直
件
十
八
祭
、
前
同
捜
旬
、
ふ
り
士
一
分
t
p
く
主
婦
白
よ
〈
同
君
草
は
、
「
量
の

も
本
町
四
ノ
コ
九
ノ
-
豆
、
控
d
H
V
四
十
代
か
ら
白
河
朝
時
間
如
、
占
え
て
い
じ
ゅ
う
た
ん
「
「
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
」

で
は
四
十
四
年
か
ら
毎
年
一
回
、
明
暗
る
の
が
目
立
ヨ
。
「
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
九
時
」
以
ト
N

と
一
T
レ
ピ
を
め
ぐ
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王
冊
目
宜
品
調
査
明
哩
時
間
帯
で
は
、
平
自
の
む
時
、
H
K
.
「
嗣
白
宣
」
(
血
視
点
世
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在
型
施
し
て
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ま
し
+
炉
、
八
月
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十
+
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時
、
十
九
時
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E
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コ
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し
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イ
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回
れ
し
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行
く
、
ヵ
7
1
ん
舟
行
場
は
曲
の
問
日
常
晶
一
か
し
て
、
じ
っ
と
己
ち
川

…
主
主
ハ
年
八
思
す
下
室
部
-
一
「
デ
リ
I
選
定
、
Z
E
号
、
出
入
り
す
る
入
団
も
ら
を
見
て
い
た
り
で
、
い
つ
白
聞
に
か
川

一
詩
情
子
一
時
苦
闘
躍
も
あ
っ
て
、
嵯
申
由
一
時
陣
々
で
、
空
ア
フ
ガ
ニ
の
既
晴
晴
人
見
物
去
る
側
に
な
っ
て
居
た
の
に
は
山

一
回
鼎
ユ
ゑ
ス
コ
常
任
理
事
日
半
明
祖
き
ま
し
た
.
白
、
聞
か
ら
ず
二
ほ
り
冠
っ
た
「
チ
F
金
守
人
里
い
で
し
た
.
川

f
i
t
i
l
l
i
t
-
-
j
i
-
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白
い
タ
i
パ
証
言
寄
の
高
い
ド
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返
還
な
風
警
豊
ら
し
く
冊
り
に
は
、
ロ
ー
カ
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カ
ラ
ー
票
川
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凶
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は
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川

と
中
近
奥
田
略
行
記
事
き
ま
し
た
高
位
的
に
ま
と
い
、
思
っ
t
よ
り
一
別
巴
己
白
人
口
は
翌
日
人
一
位
、
i
D
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思
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や
ら
れ
る
繋
で
し
セ
川

が
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舟
田
は
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地
岡
田
上
雲
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や
や
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売
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血
へ
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菌
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タ
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薬
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っ
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お
り
ま
す
白
た
、
し
つ
こ
い
物
乞
い
の
胃
開

aの
た
早
高
官
I

円
M
夫
人
と
一
舎
カ
〆

3
7ル
フ
富
市
と
定
め
た
等
、
菅
川

叫

は

鷲

季

五

お

め

た

と

の

己

と

、

占

邸

川

直

一
三
三
一三
=
三
一三
三
三
三
=
=
三
三
三
=
-E
E
三
三
三
三
E
m--=
=
一三
=
一三
三
三
三
E
E
-
-
ら
し
く
、
割
に
結
前
青
い
た
高
官
、
心
州

の

ニ

=

一

一E
三
三
=
E
三
三
E
=
一
一三
E
E
E
三
三
一三
三
百
一一
E
=
一
一
三
=
一三
=
=
一三
三
=
=
-
ア

ル

=三一
言

=
=

E匡
一
三
事
E
E
=
量
重
三
==
=
三
一司
一
塁
一一一一一一一一三三一
一三

=

=

三

三

一

-

ご

地

出

い

価

で

し

た

。

刷

一

=一
重

言

語

餌

一

一

一

謹

重

量

聖

ヨ

ヨ

=

主

主

主

==
一三
一
三
三
=
=
三
Z
E
--F

世

い

て

い

る

と

、

日

中

の

勘

定

井

川

ネ

=

一一ヨ
=
三
三
=
三
ヨ
一
三
一コ
一
三
=
ヨ
司
ヨ
三
=
=
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一三
三
一三
三
三
三
=
一
一
一
一
=
ご

骨

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

〉

E

い

の

で

す

;

鞠

(

闘

用

ぼ

川

噌

圃

・

・

・

・

開

困

問

闘

副

園

田

E
回

同

園

開

園

田

園

協

附

圃

圃

上

主
主
塵
)
に
語
人
る
と
聞
に
州
し
川

れ

4
ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

〈

く

、

存

者

は

拍

ど

キ

苦

闘

を

す

川

よ

一三
=
三
一
一
三
三
一
三
=
一一
一一三

三

三

語

藍

一白
同
盟
一-匝

聖

圃

扇

面

聖

匡

里

三

が
、
ア
フ
主
由
人
達
、
担
享
川

配

一『
三
三
三
=
一
一
一
三
三
一
一
一
三

三

蓮

華

吾

妻

三

ヨ

ヨ

孟

望

ヨ

一

ヨ

=
=
一一

円
相
白
星
い
も
の
を
君
、
胃
遣
は
時

間

iw

一三
三
三
=
三
一三
三
=
=
三
三
三
一守主
一三
五
三
三
三
三
三
-
2
2
一三
=
E
=
=
三
三
三
三
三
三
=
に
は
前
向
槍
や
、
ダ
ン
デ
ィ
な
若
者
は
川

i

t

T

 

級

制

ア

プ

ガ

ニコ
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ト
〔
畢
丈
と
同
じ
柚
を
川

闘

ン

モ
、
ム
尚
は
、
普
一
て
眠
法
師
が
通
っ
的
に
、
た
ち
ま
ち
と
む
事
は
眠
ら
れ
τ
片
手
に
敵
控
』
出
掛
目
ま
し
だ
。
浮
品
向
聞
に
字
書
げ
た
ま
ま
哲
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帯
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川

閣

制

た
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イ
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シ
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ク
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ー
ド
と
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軒
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ま
し
た
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と
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ど
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目
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と
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チ
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快晴~~.\リアウ-7;"- をイメーシに。

シンプんな良さ、占やすさを、ア7ノシトな

r;t'u;てまとめて.3rA:Ll主シンフ・んなストレ

ー :・シルエノトか去しい J ャシニブ;;.."

(円イ〆 J ・七ウ子黒。へー〆ふわ5色

22，900円

，tうたりと Lたストレート ・シルエソト lょ
ンノ7な色と色， ~の秋、大JL町レディス

フロアi;lノンフ;:...&シ'/J"スポーティr.:

諒 Lを.1;:らL<知的な感じに，{iこなすの
カ析しい!忠耳 さ品、気持ちはすませて….

一丸一一大一
…

レティスフロア
車京I吉3陥町田庖4階八王子暗3踊

私は、学よことを社会生活iにそ

のまま役立てる実用性だけで選択

するのではなく 、たとえ無駄だと

知っても、"'J-ブけずにはいられな

い一つの快楽むして与えてみたH

と思うの丈二

ゲオノレギウ/;1古っている。
、、 、
もLも世界町終りが明日だとして

も‘ぼくは林構の種子岳ま〈だろう.

持勢ア畑、)..W以
τr-V'V...Il-'--'アむ

三井教饗セミナーへのお鶴い

三井教養セミ+ーは、著名文化入、

知融人を必師に.49年回初喝司全国
各締rliて岡崎されよす.

本セミナーに官、てのd、冊 f御翁室
町 !iは下記克にお申込み下さい.
必子元ι郵詰置します.

三:fl二教養せミ士」事務局
干 104東 京都中央区高陽2の3
昭相ピル円電話(03)564-2640

1三持扮定|
Lことばで「知るJためd売品合いを

予に入れるヱとの古きるr学ヰ史Jを

事めることになるのどが、 i正面苫

勺て.社会はそうした余硲を与え

てくれない.仕事と事庭との切迫

Lt.ょくりかえL町中て二人はだ札

でも、少年時代ののどかな口敏乏J

を思い出すことだろう.

宇-、ということは博識になる

ことでも.雑学に秀でることでも

な〈、新しいT出会い」を生成する

ことである。それは.析しいヨ業

との出会い、精しい観念との出会

い、新しい事物との出会い、そL

て新しい友人との出会いまでをも

内包L.そうした出会いの経験を
過して、自己の変革に向うことで

ある.制度としての学校は.大学

までで終るとしてもjもう一つの

学校Jは死ぬまで'YC5いており、

決して半皐などすることのないも

団ぅ一つの、、，
子校

詩人的パイ p ンは r酒場カ苛l'(

向学校だったJ と書いている.と

すると.私にとってのr学校Jは、

どんな場所伝ボめたらいいのとら

うか?

老人が、学びたいと思いながら、

その機会にめぐまれず、「どうして、

学校は少炉少女の専有物になって

Lまったt7)，!.ごろうか?Jとグチを

こ1;1'しているのをきいたり寸ると、

制度化された学校教育の他にも、

学ぴの場としての由eothers 

寺山I'も…学
校:Ji>'必要だということ
を、しみじみ感ヒム

山 日本語はもと吋

文一致していないのて・

r..，.，.書物相手にばかり学んで

'院霊長いても.孤立して個人司

.t内部へ退行してゆくばか
JtJ りになったりする.
' そこで、人たちは、話 グ)t.!.
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去
一
が
必
か
ら
臣
官
さ
且
る
己
と
A

そ
白
曲
、
「
音
を
た
て
て
食
べ
る
己

在
置
さ
れ
る
単
は
ニ
O
同
で
も
っ

ι
と」
M
V

「
マ
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l
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が
あ
が
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て
い
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も
高
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、
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が
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と
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。
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れ
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。
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ど

に

部

で

す

・

川

菜

、

む

飯

も

の

、

め

ん

類

、

保

存

食

、

漬

け

物

州

在
世
さ
れ
た
乙
と
の
な
い
人
ま
え
て
昔
、
書
法
だ
と
い
わ
れ
士
「
童
ぺ
酬
お
菓
子
、

行

事

料

理

な

ど

)

を

つ

ぎ

の

要

領

で

川

い

ま

す

・

た

佐

、

棋

に

な

る

己

主

に

つ

い

て

も

川

原

稿

用

紙

に

書

い

て

お

滋

り

下

さ

い

。

川

注

厳

吉

れ

た

己

と

が

な

い

理

由

と

し

間

属

探

耐

反

対

訳

聖

一

フ

即

ま

わ

っ

て

い

川

川

て
は
「
白
雪
証
手
る
か
b
」
と
い
ま
す
a

川

①

原

稿

料

理

名

、

料

患

の

特

徴

、

詳

し

い

作

川

う

の

が

た

を

す

。

ま

た

、

互

事

に

時

間

主

げ

る

」

川

り

方

川

さ
て
、
素
吉
社
字
る
の
は
ど
は
李
白
人
の
意
見
と
し
て
聞
く
こ
と
州
②
締
め
切
り
昭
和
五
一
年
十
月
三
十

一

日

川

ん
な
点
な
白
で
し
ょ
う
。
(
炎
6
)

が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
テ
レ
ピ
を
川

{
食
事
巾
、
何
庖
も
き
」
、
「
口
見
な
が
ら
白
企
事
と
い
う
己
と
に
闘
肱
川

咽

掴

掴

霊

週

間

樋

瞳

書

留

霊

警

護

建

議

摺

遺

留

に
物
を
人
れ
た
$
茎
し
ゃ
べ
る
云
ど
、
し
て
い
る
人
は
反
対
す
る
人
の
也
市
山
川
観
臨
E
E聾
B
E
駿
膨
略
‘
器
対

M
23
必
辺
町
『

h
d
-句』
圃

そ
し
て
作
っ
た
人
員
任
と
い
う

E
あ
り
ま
す
.
歯
車
み
な
が
ら
は
翠
川

圏

雲

醐
諮

E
T
E
-
-
R
a田
川

d
』
晶

H
田
町
民
齢
E
E
罵
静
夜

d

ぜ
歯
吹
静

』

v
de
同
川

E
園
川

で
し
ょ
う
か
「
骨
馬
車
に
並
べ
る
岡
序
」
掛
田
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
1
シ
ョ
y
姦
宵
す
川
間
組
閣
掴
細
目
寵
闘
霊

園
鷹
盟
事
濁
輔
襲
歩
乱
調
L
t
調

「
料
理
由
抑
制
」
「
食
佐
の
健
片
づ
る
だ
け
だ
が
、
テ

μピ
は
話
題
り
き
っ
川

・
E
E
-
B
E
E
S
E
E
E量
z
-
E
S
Z
S
E
E
S
-
E
E
Z
Z
E
-

け
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
げ
と
し
て
b
f
D
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
I
U
川

Z

若

手

よ

g

y

作

り

に

世

立

つ

己

と

と

し

て

害

問

③

賞

金

採

用

の

分

、

写

真

入

に

つ

い

て

川

い
わ
ゆ
る
草
ど
い
わ
れ
る
震
の
入
れ
ら
れ
て
い
る
白
か
も
し
れ
ま
ぜ
ん
州
一

5
0
0
円

酬

?
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
閥
単
に
エ
チ
ケ
〈
現
代
童
話
活
・
噌
V

州

④

発

表

本

紙

連

載

「

ふ

る

さ

と

の

味

」

川

v
ト
と
い
え
ば
マ
ナ
ー
に
も
広
が
り
が
モ
ニ
タ
ー
問
責
己
目

一
茸
IHH
キ

ッ

コ

酬

お

よ

び

其

他

正

月

、

タ

リ

ス

マ

川

島

り

一

ま

す

が

寝

泊

聞

に

護

者

か

け

?

?

ン

川

ス

料

理

記

事

川

川

@

送

付

先

一T
川
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
川

州

三

l
七
l
二

八

川

川

，

電

話

三

四

三

l
一
八
四
六

l
七

川

州

全

国

婦

人

新

聞

社

編

集

部

宛

州

製
=
王
室
三
一
=
三
一
Z
一
三
玉
一
=
一
主
主
吾一=一=E一===一三=一=一=一亘書===三
一=
=罰

• 

秋
の
フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
に

よ

せ

て

一
一
一
-
=
=
=
=
=
=
=
口

一一
=

靴
の
正
し
い
選
び
方

6.< 

夫

領

父

母
ヨ院

] 2.8 

予

4集

6 

5 

F苦々 E亡直すなおらない

や<;-rーιTーダその他
6.519.1 1 1 3.8 

-スー1¥ーホレステリンの召し上り方

唖
爪
先
き
心
か
た
い
も
の
を
嘆
串

靴
は
木
束
、
足
を
樺
瞳
ず
る
t
め
に

作
岳
れ
た
も
由
で
す
.
つ
ま
づ
い
た

旬
、
電
車
な
P
宅
踏
ま
れ
て
も
個
つ
か

な
い
、
か
叱
く
、
し
っ
か
り
し
t
も
の

を
退
ぷ
己
弁
知
大
切
で
ヲ
.

由
ぐ
ら
つ
か
な
い
も
の
苧
選
ぶ

牢
ら
な
と
己
ろ
へ
由
ぜ
て
、
靴
の
居

と
、
ヒ
ー
ル
D
E
と
が
地
面
に
き
っ
ち

D
つ
く
も
り
f
r
畠
び
、
ず
己
し
で
も
ぐ

む
つ
く
も
の
は
坦
相
か
ら
晶
ぴ
な
お
し

ま
し
ょ
う
.

八
足
巳
合
っ
た
も
の
事
選
ぶ
V

巾
ま
ず

F
を
人
れ
て
(
必
ず
両
足
〉
か

る
く
吐
い
祖
く
、
品
-n
量
感
じ
の
も
の
で

いつお飲み巳なコても結縄ですガ、いちばん効果的な召

し上り方として、御容儀御自主署で、特定な時簡をきめて

い疋だいて、毎臼あなじ筒筒につづけτいただくのガ凶
ちばんよい召しより方です。

*お酒の前後や、食事の前後などはよいでしょう。

*風呂」こりや、お寝すみの前などはよいでしょう。

樟毎日お飲みt，lだ芝くと、とても効果的です。

‘・普通の召し上り方

①オ固にお飲みになる量!と制限はありませんガ、普通

の召じ去り万として樹立のかジプの綜までエキスを入

れて下さい。〈約何回!となっていますふ

②濃縮タイプですので水などで5-8倍ぐらいIごうす
めてお飲みください。〈お湯でうすめてい疋だいてもお

いしく召し上れます。3
・いろいろな召し上り方

*カルピス、炭酸水、ヲユース、ワイシ等と割って芯

召レより下さい。

キフフイスクリームにかけて下さい。まろやかな甘みが

生きてきます。

牢スープ、シチュ一、カレーなど、いろいろな料理{;:?加え

ると風味ガ増し、まろやかなコフのある昧ガ楽しめます。

寧コーヒーゼリー、フリシ等!こかけていただいて、シ

ロップのかわりにお使い下さい。

牢コーヒーの砂精ガわりに、ま怒トースト!こぬってし、

ただいても結縄です。

その他いろし¥ろと工夫してみて下さい。一伺にでも使if，，. 
やすい濃縮レい疋けエキスです@

〈父から子供へ〉

1.姿勢

2はし・茶わんの持ち方

3.行儀

4静かに

s. j'νピを見ながら

〈数字ほ実数〉
〈質問は膏き込串方式〉

注意された時の予供の反応

66.1 

GI!l巷4~5明

子供に対ナ吾注患の内容

鰭エ49号

設の

すぐ直す

4

2

0

0
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1

3

1

 

6 

6 

7 

6 

反論する

17.2 

f 

と
〈
に
土
ふ
ま
ず
か
心
地
よ
く
圧
す
る

辞
麗
白
も
の
を
週
び
、
爪
売
は
-
Hン位

串
輔
の
あ
る
も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

季
連
号
、
か
か
と
を
上
げ
t
と

き
、
爪
先
は
前
に
す
己
し
す
べ
り
ま
ず

か
ら
、
そ
白
骨
だ
付
帯
桔
が
な
く
ず
ほ

い
け
ま
せ
ん
。
足
が
犬
れ
た
と
き
に
ピ

ッ
タ
り
し
て
い
て
は
本
く
と
爪
売
が
曲

〈
当
b
、
足
掴
を
咽
め
ま
す
。

岳
足
白
ど
己
白
部
品
ソ
も
、
当
っ
た
れ
ν
、

曲
く
瞳
じ
た
り
す
る
と
己
る
が
な
げ
れ

は
配
に
立
っ
て
季
、
く
だ
さ
い
@
十
分

に
障
重
を
か
げ
、
E
C
も
当
る
と
己
る

が
な
い
か
確
め
ま
し
志
一フ。

岳
町
に
ゆ
っ
く
り
事
い
て
み
る
ζ
と
屯

ず
。
靴
は
咽
い
て
や
く
も
の
で
す
。
書

い
て
み
て
、
ど
ζ
も
当
ら
ず
、
爪
先
に

も
品
開
輔
が
品
り
、
か
か
と
も
怠
つ
〈
な

か
っ
た
ら
O
Kモ
ι

サ
"

フ
ァ
ジ
ョ
ン
の
や
，
よ
Y
L、
臣
を
い
じ

め
る
乙
と
は
医
学
的
に
も
、
間
亜
の
陣

曹
に
な
り
ま
す
。
よ
y
与
三
鈍
重

い
、
お
お
い
に
歩
い
て
一
陣
置
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

〈
目
的
に
よ
っ
T
聴
き
か
え
6
.
〉

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
川
河
な
ど
、
靴

由
歴
史
回
古
い
固
で
は
餌
性
壱
も
通
勤

用
、
散
寧
用
1

ゴ
ル
フ
一
用
、
パ
ー
テ
ィ

ー
用
と
、
靴
白
十
回
守
ら
い
は
持
つ

τ

い
る
白
山
川
普
通
モ
74
靴
白
T
P
O
を

、
心
得
て
い
る
わ
げ
手
。
場
所
と
時
間

と
H
的
に
よ
コ
ι
蝿
ぎ
か
え
る
己
と
モ

ず
.
さ
ら
に
一
宮
大
切
な
己
と
は
、
出

い
靴
(
足
に
合
っ
t
靴
)
そ
な
が
く
圃

〈
乙
と
で
す
.
底
が
い
た
ん
だ
b
、
新

争
U
い
の
を
開
品
~
げ
の
予
揮
で
、
庫

理
し
て
瞳
〈
乙
シ
己
主
え
て
み
る
必
要

が
あ
り
ま
す
.

回 明

eョー

相

談

恒
美トのシャブーで美しい髪を保ちましょう

曜
に
つ
や
が
な
く
、
パ
サ
パ
サ
a亙
ふ
す
.
汗
っ
か

き
の
た
め
、

一一
一
目
に
一
度
低
シ
ャ
Y
7
jし
て
い
る

か
皇
で
し
ょ
手
か
?

9

0

0

 

軍
皮
に
汗
脅
か
殺
や
す
い
方
は
、
常
に
酒
揮
を
開

つ
よ

2ι
心
が
け
て
い
蕊
f
s
た
い
も
の
で
す
.
主

目
指
に
は
、
置
に
ニ
5
=
一
同
の
シ
ャ
ン
プ
ー
が
周
恩

と
さ
れ
て
い
ま
ず
か
ら
、
世
っ
し
丈

Y
ャ
y
プ
l

白
回
世
が
多
い
と
は
魁
わ
れ
ま
せ
ん
l

事
~
し
、
シ

ャ
ン
プ
!
を
泉
ぷ
時
に
は
、
ア
ル
力
リ
局
や
、
脱
扇

力
白
強
い
も
の
は
な
る
べ
〈
書
け
丈
監
を
し
な
や

か
に
酷
い
上
げ
る
。
ト
リ
ー
ド
メ
ン
ト
タ
イ
プ
の
シ

+
y
プ
!
遺
言
し
ょ

5.
モ
し
て
、
常
に
シ
ャ

y
ブ
I
能
町
す
す
ぎ
浄
品
分
に
戸
打
っ
て
下
さ
い
.
抱

が
弘
前
え
た
か
争
と
い
っ
て
、
す
す
弁
草
ポ
…
き
に
し

て
し
ま
っ
一
と
、
せ
っ
か
く
の
1
ン
ス
が
明
暗
を
失
っ

て
し
ま
い
ま
す
.

え
ら
に
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
輩
格
的
な
ヘ
ヤ
I
ト

リ
1
ト
メ
ジ
ト
は
い
か
が
で
し
ょ
う
.
調
守
L
4
度、

h
y
v
y
プ
1
秒
、
ず
る
別
に
世
h
f
拡
に
す
り
込
4

ま

ず
.
時
間
は
約
二
+
分
.
雪
白
p
u
タ
オ
ル
孟

を
つ
つ
ん
で
お
き
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
、
円
」
一
軍

暗
弓
品
堕
に
す
る
こ
と
問
で
章
子
.

へ
ヤ

1
ト
リ
1
ト
メ
ン
ト
は
、
担
に
つ
や
と
し
っ

と
り
し
t
う
&
お
い
を
も
た
ぜ
る
依
炉
D
で
な
く
、

ヘ
ヤ
i
ト
ラ
ブ
ル
4
r
y
o
y
」
す
輯
的
な
胤
因
(
パ
イ
キ

y
や
害
虫
)
を
と
め
宰
吾
、
撃
事
切
れ
言
も
防

い

官

、

れ

ま

す

.

、

副
理
も
お
肌
と
同
じ
よ
】
Z
L
h
日
開
の
お
手
入
れ
が

大
切
に
な
っ
f
基
ま
す
.
空
間
そ
も
っ
て
、
い
た
わ

勺
て
再
げ
て
ず
さ
い
.
〈
力
ネ
ポ
l
費
容
部
〉

トメントリー

【

¢ヨr

国
美

相

ス
ー
パ
ー
ホ
レ
ス
テ
リ
一Y
は
、
植
盟

申
有
地
扇
舟
が
豊
富
に
作
泊
ま
れ
て
い
ま

す
由
で
、
出
鹿
粧
持
と
噌
益
捕
桔
白
た

め
に
、
お
世
に
立
ち
ま
す
。

晶
明
野
菜
不
足
白
方
に

肉
群
発
】
、

霊
安
ら
い
な
吉

は
よ
い
輯
康
世
料
で
す

骨
ス
ミ
ナ
を
つ
け
た
い
方
に

働
き
ざ
か
り
の
方
ー
ス
タ
ミ
ナ
も
h
u

も
D
と
調
彊
b
た
い
方
に
ど
う
ぞ

骨
世
裏
町
バ
ラ
ン
ス
白
欠
け
る
方
に

号
室
!
宴
会
帯
が
幸
之
て
、
食
事
白

パラ一
Y
ス
が
と
れ
な
れ
五
に
帯
適

骨
噌
葺
を
相
枯
し
士
い
方
に

日
開
四
童
慢
で
は
、
県
葺
が
舟
升
で

な
い
高
島
長
み
や
す
い
圃
E
E
肱
斜
.

骨
睡
康
雄
持
o
t治
L

檀
蝿
百
官
、
幅
目
白
河
持
よ
〈
働
き
た
い

情
動
じ
た
い
と
匝
'
一
つ
t
u
に

晶U
唖
嵐
量
売
が
ま
め
t
い
b
に

均
亜
の
と
れ
や
堤
し
い
か
ら
戸
古
い

t
い
と
由
吉
方
「
』
。
直
酎
と
い
っ
し

ょこ。

人 エコ

オミ
レ
ス
でア

リ
ン 由由回四回目白・

キ
ス

，、

ガ
ス
器
目
亥ず

の
調
去

か

写
す
な

故
障
の
際
に
は
、

お
近
く
の
東
京
ガ
ス
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
匂

朱キa キ

談

く母から子供へ〉

1.はL・2軒わんり持ち方 23
2姿勢 ]8 

3.行 儀

4好き嫌い

Eテνピを見ながら
Eひちをつかない

tと』王さなL、ょう K

8ゆっ〈り食ベるように

8時間がかかりす古る

a途中で立つ

昔
は
し
っ
げ
と
い
え
ば
+
入
車
う
る
さ
る
白
は
ど
ん
な
乙
と
な
白
で
し
ょ
う
れ
を
璽
づ
廿
る
乙
と

P
Cて
豆
O
代
ぜ

い
も
の
で
し
t
・
特
に
古
怯
L
対

し

か

。

は

、

自

分

白

干

億

九

対

し

て

自

由
に
し

ず
ほ

2
書
く
い
か
れ
t
も
の
で
す
.

V
白
升
が
受
廿
t
し
つ
町
、
自
分
が
し
て
い
る
人
日
多
〈
な
っ
て
い
ま
す
。
由

「
特
幅
見
田
い
」
巴
行
か
せ
争
れ
た
b
て
い
る
し
つ
げ
企

升
通
知
躍
し
〈
育
て
ら
れ
t
E
と
に
対

学
世
田
粧
曹
に
「
作
桂
」
白
時
間
が
あ
骨
か
b
、
各
輩
昭
L
よ
っ
て
し
つ
け
す
る
反
省
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
友
悼
み
も
お
わ
b、
解
放
的
な
ス
タ
イ
ル
か
ら
駄
目
甚
い
へ
と
宜
が

っ
た
り
、
今
で
も
宅
十
一
だ
け
の
学
桂
で
が
ず
い
ぶ
ん
遭
っ
て
い
ま
し
ち
「
畠
ん
。
ま
た
、
長
嗣
型
主
主
主
要
白

・
え
の
草
師
に
な
り
ま
し
た
罪
い
太
幽
の
も
と
に
苦
恒
心
さ
れ
た
肌
の
手

す
と

「
作
法
」
白
時
聞
が
あ
る
を
う
で
由
選
離
し
い
」
と
い
う
と
z
菌
な
お
山
躍
レ
、
し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
れ
や
、
軟
に
向
つ
て
の
服
装
も
芝
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
・

7
3シ

ず

@

父

さ

ん

が

い

t

u

u

、

と

に

か

く

、

宜

且

V
食
事
中
、
起
に
語
る
E
と
、
子
供
に
ヨ
y
は

Z
ヲ
ロ
ス
ゃ
、
ス
i
y
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
似

と
ξ
に
奪
の
作
訟
に
つ
い
ず
な
低
な
ど
と
い
っ
た
も
怒
号
士
ょ
う
で
対
し
て
A

合
っ
た
靴
も
還
な
〈
て
は
な
り
ま
ぜ
ん
u

し
か
し
靴
は
揮
出
と
ち
が

誌
な
マ
ナ
!
か
ら
連
倒
的
な
も
の
ま
ず
a

忌
し
い
草
」
ふ
「
白
聞
な
現
代
田
霊
白
書
で
憶
に
仔
わ
い
、
患
者
か
り
で
は
世
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
E
に
合
わ
な
い
警
腫

で
‘
軍
庖
に
よ
つ
ず
名
さ
ま
さ
ま
で
す
由
来
風
」
と
か
。
れ
て
い
る
の
は
、
主
と
し

τ軍
置
内
白
〈
と
、
マ
メ
ゃ
、
〈
つ
づ
れ
を
起
し
た
b
、
思
わ
ぬ
事
組
に
亭
フ
己
と

芸
品
、
識
か
岳
、
口
う
る
さ
く
会
主
主
、
書
?
?
の
必
要
主
的
な
語
臣
、
ゐ
窪
と
い
も
畠
り
ま
す

a
E屯
し
い
耽
の
選
芸
与
え
き
と
な
の
だ
る

い
わ
れ
た
輯
酷
は
だ
れ
で
も
あ
る
の
で
甘
す
が
、
世
田
窓
人
民
制
度
の
申
で
は
う
己
と
に
な
っ
て
い
ま
ヲ
号
車
岡
?
ヲ
ト
y
靴
同
に
そ
申
あ
り
か
李
鴎
い
て
五
ま
し
ち

は

れ

川

区

れ

が

ふ

み

柏

に

阿

川

町

諮

問

れ

れ

い

時

供

時

ゴ

れ

れ

ぬ

山

口

〈

目

的

返

っ

た

も

の
き

〉

ん

か

ら

よ

聞

し

Eを
い
た
め
き

Jd

る
し
つ
け
は
「
み
に
巡
雪
か
け
な
⑦
ヒ
1
ん

の

高

さ

主

品

り

ま

す

・

窓
会
が
そ
れ
ぞ
れ

3
7。し
聞

F
2
1
い
こ
査
と
仲
よ
く
す
る
こ
と
」

語

、
通
学
巨
も
の
に
行
〈
由
パ
ァ
ク
パ
y
Z
控
E
に
合
う

れ

白

地

お

い

刊

誌

T
Vを
見

「
こ
と
富
い
」
「
身
の
ま
す
の
拍
に
九
宮
あ
る
ヒ
ー
ル
白
副
長
選
か
と
よ
、
告
を
1
ル
に
か

史

認

め
4

や

す

い

室

主

主

い

f

u
lli

}

!
:
--
u

i

さ
な
ど
が
霊
で
一
品
げ
ppれ
て
い
ま
ぶ
の
は
肝
ま
し
く
品
の
ま
せ
ん
。
ヰ
ー
か
る
か
ど

-S、
入
念
に
確
め
る
己
と

z
p
b
A
U
て
「
官
官

2
5
2、
室

長

門

世

帯

〈

動

作

に

は

が

患

で

す

・

し
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
文
疋
は

ず
句
品
刷
、
Lv-
錯
苛

い
ろ
い
ろ
な
ん
1
会

昔

、

門

露

。

川

1
、
‘

撃
が
六
位
で
二
六
回
、
有
志
童
置
な
己
と
は
講
習
己
と
長
も
い

-
B
'
E
2
-二
回
と
問
、
心
は
高
〈
な
っ
て
い
ま
ま
す
。
そ
の
冊
理
な
分
だ
け
毘
の
時
れ

τで
も
国
主
す
J

P

O
も
あ
り
ま

け

つ

こ

う

す

・

を

は

や

め

ま

す

a
R警
闘

い

玉

ず
。
央
制
で
も
「
嗣
し
き
な
か
に
も
礼

』

1

‘.
唱
酷
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
調
帯
で
も
、
タ
イ
ル
町
長
し
〈
長
う
こ
と
は
か
え
っ

構
あ
D
」
と
い
ろ
わ
け
で
す
。

正
の
人
に
聖
け
つ
が
れ
、
そ
己
で
ま
汗
新
「
童
明
申
下
供
に
つ
い
て
先
に
な
っ
た
ザ
記
な
結
問
を
生
む
か
ら
で
す
。

で
は
、
軍
居
と
い
っ
た
レ
ベ
ん
で
が

。
た
な
幅
骨
が
麓
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

ど
己
と
が
晶
る
」
割
は
八
向
ほ
ど
い
る
己
前
〈
だ
び
に
ふ
之
ら
は
ぎ
に
』
が
か

え
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
内
品
。

ろ
も
、
明
油
、
大
正
白
日
凪
と
耽
世
D
と
が
わ
か
り
ま
す
〈
炎
2
〉
.
ζ
白
な
か
り
す
ぎ
、
そ
乙
の
前
向
が
暗
占
し
ま

平
供
に
対
し
て
「
し
つ
け
」
と
い
え

回
和
白
mm風少
H
は
、
し
つ
け
に
つ
い
て
か
に
は
‘
い
わ
ゆ
る
食
事
マ
ナ
ー
だ
け
ず
a
桔
県
は
式
く
な
る
わ
け
で
す
.
倒

ば
一
つ
の
軍
臨
時
世
両
社
C
す
.
時
世
、
自

桂
木
的
に
坦
主
民
一
三
者
a

で
な
く
、
兄
弟
。
関
係
か
ら
己
と
は
遣
え
ば
、
背
段
力
仕
事
を
し
て
い
る
と
腕

由
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が

門
丹
田
千
供
時
代
艦
し
〈
育

τ」
リ
れ
い
ま
で
広
く
い
ろ
い
ろ
な
己
と
が
《
ま
白
前
向
削
指
埠
し
て
も
り
よ
っ
て
会
韮
・

ま
た
、
軍
駐
が
揃
う
章
事
に
お
い
て

t
人
で
も
、
自
分
の
乎
供
に
同
じ
よ
ヨ
れ
て
い
$
予
。
食
事
由
場
合
は
隼
活
の
す
。

ζ
れ
と
同
じ
開
白
で
す
。

完
に
な
る
己
と
、
注
意
す
る
こ
と
、
さ

に
酷
く
て
し
て
い
る
人
は
四
丹
の
一
に
中
心
と
な
っ
て
い
る
わ
甘
帽
子
か
b
、
ヒ
ー
ル
白
高
さ
は
ニ

・五
時
5
同
・

れ
る
己
と
、
時
が
つ
か
な
い
く
せ
が
括

時

っ

て

い

ま

す

。

当

常

だ

と

思

い

辛

す

。

五

号

位

が

君

主

や

す

く

、

疲

れ

も

唖

じ

見
さ
れ
る
の
も
己
の
掛
で
す
.
間
品
代
白

反
対
に
「
門
田
に
し
て
い
る
」
と
い
な
か
で
も
干
併
に
対
す
る
桂
暦
は
ま
ぜ
ん
。

軍
属
白
食
事
マ
ナ
ー
と
し

τ晶
げ
b
れ

う
家
居
が
品
T
捕
え
て
い
ま
す
。
現
在

(
K
3
U
「
は
し
、
茶
わ
ん
白
持
ち
②
バ
ァ
ク
・
パ
ン
ド
白
靴
は
特
に
注
意

で
は
「
酷
し
い
し
つ
け
」
が
監
を
で
方
」
「
聖
哲
」
「
仔
瞳
」
が
L
Uに
き
し
五
ぷ
.

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
て
い
ま
す
。
警
は
荏
民
ベ
細
か
い
点
パ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
白
靴
は
、
か
か

ι

年
代
別
で
み
る
と
、
平
時
時
代
魅
し
ま
で
よ
く
骨
格
レ
て
お
り
、
小
さ
い
子
が
動
吾
や
す
く
〈
ず
れ
や
す
い
)
靴
白

か
っ
た
と
い
う
人
は
、
や
は
り
、
年
代
供
を
持
つ
中
附
は
九
劃
方
が
罰
に
し
て
か
か
と
の
部
分
自
申
心
に
体
型
如
、
か

が
T
る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
b
、
特
に
い
ま
す
。
反
摺
L
同
性
は
約
五
割
と
、
か
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
動
き
や
す
い

一
O
代
で
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
妥
に
軍
庇
軟
骨
を
手
レ
て
い
る
塩
が
溜
た
め
、
内
側
に
か
か
り
ゃ
す
く
、
安
心

す
.
制
捜
司
し
つ
廿
が
席
、
わ
っ

⑭⑨ 
)i 

キ
キ

キ
4 
# 

ガ
ス
器
具
の
修
理
に
要
す
る

費
用
は
、
出
張
科
・技
術
科

そ
れ
に
部
品
質
で
完

お
客
さ
ま
か
ら
と
依
頼
を
受
吋
て
、
ガ
ス
器
N
Hの
修
理
に

う
か
が
っ
た
と
き
仁
、
修
理
賓
と
し
て
ご
請
求
申
し
上
げ

S
金
額
.
と
れ
に
関
し
て
東
京
ガ
ス
で
は
、
工
会
算
出

基
準
を
説
付
て
お
り
ま
t
、
そ
の
内
訳
は
、
出
張
科

ι交

換
に
要
し
た
部
品
費
、
そ
れ
に
修
理
の
程
度
に
よ
っ
て
各

ラ
ン
ク
に
分
円
で
あ
る
技
術
料
、
こ
の

3
つ
の
項
目
か
ら

構
成
色
れ
て
い
ま
t
v
個
々
の
答
具
に
よ
っ
て
.
ま
た
修
理

状
況
に
よ

3
長
期
誌
が
異
な
っ
て
き
ま
す
の
で
J

泊
践

は
サ
ー
ビ
ス
主
任
へ
E
う
ぞ
.

グ
ラ
ッ
と
地
震
が
き
た
ら
、

ガ
ス
せ
ん
・
器
具
せ
ん
を

完
全
に
閉
め
て
く
だ
さ
い
日

東
京
ガ
ス
で
は
、
地
震
に
よ
る
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た

め
じ
、
震
度
6
以
上
の
地
震
が
発
生
す
る

k
ガ
ス
の
供
給

を
も
と
か
ら
ス
ト
ゾ
プ
す
る

t
同
時
に
、
万
一
ガ
ス
が
漏
れ

た
場
合
も
、
そ
の
拡
を
最
少
震
に
く
い
と
め
る
措
置
を
講

ピ
る
な
E
万
全
の
体
制
を
し
い
て
お
り
ま
丈

ガ
ス
漏
れ
明
日報
器
の
訪
問
販
売
は

東
京
ガ
ス
と
関
係
あ
0
ま
せ
ん
。

最
近
、
皆
さ
ま
の
三
家
庭
を
七

l
pス
マ
ン
が
訪
問
a
h
「
法

律
で
取
り
付
吋
が
義
務
づ
り
ら
れ
ま
し
た
・

ι「
東
京
ガ
ス

か
b
取
り
付
吋
に
来
ま
し
た
。
ご
近
所
は
全
部
済
ん
で
い

ま
党
お
宅
で
も

μ
な
E
L
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を
光
り

歩
く
ケ

1
ス
が
見
ら
れ
ま
丈
し
か
し
、
東
京
ガ
ス
で
は
現

在
ガ
ス
漏
れ
普
報
器
を
と
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
.
ま
た
取

り
付
り
も
法
律
て
義
務
づ
り
ら
れ
て
は
お

9
ま
せ
ん
.
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